
フィールドスタディー（平成26年.秋） シリーズ講座　郷土の歴史を学ぼう　「転換期の考古事象を考える」

相模国分寺跡
　　　　　相模国分寺跡/歴史公園となっている



　　　　ここにも説明板が立っている/後ろが歴史公園





　　また、こちらにも説明板があった/右手の基壇は「塔跡」





「中門跡」→「塔跡」→「金堂跡」→「講堂跡」→「僧坊跡」→「北方建物跡1」→「北方
建物跡2」の順で回ってみよう/「逆川跡」（水色）は当時人工的に造られた運河跡

「史跡相模国分寺跡　史跡相模国分尼寺跡」/海老名市教育委員会　より



　　　　　　まず、これは南面廊跡と「中門跡」を西側から東方向に見たところ



　　この幅の広いところが「中門跡」



これは反対に東側から西方向に見たところ/南面廊跡には礎石が出土した位置にレプリカが並べられている



　　　　　「史蹟　相模國分寺阯」と記された標柱と中門跡・南面廊跡の説明板





　　　　　これは「中門跡」から北方向を見たところで左手に「塔跡」、右手に「金堂跡」の基壇が見える



左手の「塔跡」



　　　　　　　右手の「金堂跡」



　　　　さて、「塔跡」を見てみよう



　説明板がある







　　　　　　東側から見た「塔跡」



　　　　　雨落溝の区画も見える



　　　　これは塔の礎石跡を示す



　　　　　中央が四点柱跡の礎石と心柱跡の礎石位置



　　　　この大きな礎石が心礎跡



　　　　「塔跡」から「金堂跡」方向（東方向）を見たところ



さて、前方が「金堂跡」/南側から見たところ/地盤右手は左手から緩やかに上がっており、基壇と地盤との段差が少なくなっている



　　　　これは「金堂跡」を西側から東方向に見たところ



　　　「金堂跡」の基壇上には「相模國分寺遺蹟」と記された標柱が立っている



　　また、礎石の位置も示されている



　　　　　これは「金堂跡」から「塔跡」方向を見たところ



　　　さて、これは北側の道路を渡ったところにある「講堂跡」の礎石位置を示す/講堂の前半分ほどが道路で破壊されている



　　　　　これは「講堂跡」の更に北側にある「僧坊跡」



　　柱や壁の位置が示されている





　　これは更に北側にある「北方建物跡１」/柱の位置が樹木によって示されている







　これはそこから南方向を見たところ/「僧坊跡」の向こうが「講堂跡」や「中門跡」となる



　　　　　　さて、ここは「北方建物跡１」の左手（西側）にある「北方建物跡２」



　　やはり、柱の位置が樹木によって示されている/西側から東方向を見たところ



　寺域は「区画溝」で区画されていたと記されている



温故館
さて、ここは海老名市温故館/寺域の南東隅にあったものが、ここ（西側）に移築された



　　　大正時代の建物





　　　　館内に展示されていた創建期の相模国分寺跡の模型（縮尺/百分の一）/大岡實の設計に基づく



　　　　相模国分寺跡模型（創建期）/昭和61年3月25日製作・完成とある　/法隆寺式伽藍配置である





　　　　　伽藍は周囲を回廊が巡るが、金堂側（東側）は地盤が高くなっているためか、東側だけは築地塀となっていたらしい



　　　こんな感じ





　　　　　　大岡實直筆の伽藍復原配置図



　　　　金堂復元図



　　　　講堂復元図



　　　　七重塔復元図



　　　　　回廊復元図



　　　　中門復元図



相模国分尼寺跡

ここが相模国分尼寺跡/前方の木々の辺りが金堂跡らしい/手前の道路の辺りから後ろが講堂跡になるようだ/南方向を見たところ



　　　　　この辺りが金堂跡/基壇の名残りか若干地盤が高くなっている/右手に説明板が立っている





南西側から金堂跡の高まりを見たところ/確認調査によると高さ１ｍの土壇として残り、基壇上には礎石１５個が残存していたという



　　　南東側から北西方向を見たところ/左手が金堂跡



　北東側から南西方向を見たところ/前方の木々の辺りが金堂跡/現在は歴史公園として利用されている



　金堂跡には庚申堂などが建っている





　これが庚申堂



　　　　　庚申塔が鎮座している/1666年の造立らしい



　　　　さまざまな石造物が立つ



　　　　　傍に「國分尼寺金堂阯」と記された標柱も立つ



　相模国分尼寺跡伽藍配置図

←　伽藍内には鐘楼（左）、経蔵（右）もあったようだ

「史跡相模国分寺跡　史跡相模国分尼寺跡」/海老名市教育委員会　より



参考



海老名市教育委員会　冊子より



有鹿神社
あるか





　　　　社殿







　　有鹿神社の奥宮について「相模原の磯部勝坂の有鹿谷には奥宮が鎮座し、その奥には有鹿の泉が今も湧き出している」と記されている



　　　ここがその「奥宮」/ここで古墳時代から祭祀が行われていたという/後ろは勝坂遺跡のある段丘



　　この左手に湧水が流れ出ている



　　　　　　ここが「有鹿の泉」



　　こんな感じ



相模原市立博物館



　　　　ここが相模原市立博物館



　　　　有鹿神社奥宮（勝坂祭祀遺跡）
　　　　　　↓





　勝坂有鹿谷祭祀遺跡出土の祭祀遺物
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